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　　　　　　　　　　　　　　　　 CASEC と英語 力評価

　　　　　　　　　 CASEC　 and 　 Assessment　for　 English　 Proficiency

1． は じめ に

本研 究 の 目的は 、 CASEC　Computerテ ス トを利用 して 英語力の 測定を行い 、 英語教 育の 到達 目標

を定 めて 、 英語教育に どの よ うに feedback して い っ た らよ い か で あ る 。 こ の 研 究で は、　 CASEC

テ ス トの 信頼性 、 妥当性 を過 去の 実例か ら検討 し 、 青山学院大学な らび に 茗溪学園 中学校高等学

校 にお ける 2 っ の 実用例 を示 しなが ら、コ ン ピ ュ
ー

タテ ス トを利用 した 英語 教育に 関 して 述 べ る。

2． CASEC （Computerized 　Assessment　 System 　 for　 English　Co   unication ）の 概要

　CASEC は コ ン ピ ュ
ータを利 用 した、英語 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 能力測定テ ス トで 、 適応型テ ス ト

（CAT−Computerized 　 Adaptive　Testing ） と呼 ばれ る もの で あ り、テ ス ト施行 中に コ ン ピ ュ
ー

タ

が提示 問題 ごとに受 験者 の 能 力 を推定 し、そ の つ どア イテ ム バ ン ク と呼ばれ る問題データベ ー ス

か ら、そ の 受験者に最 も適切 な問題 を選 択 しなが らテ ス トを進め て い く方法 を とっ て い る。CASEC

は 、  語彙、  会話表現、  リ ス ニ ン グで の 大意把握、  デ ィ クテ
ー

シ ョ ン に よ る具体 的な情報

の 聞き取 りの 4 つ の セ ク シ ョ ン か ら構成 され て お り、受験時間 は 30 分〜40 分程度で ある。CASEC

の 優れ た特性 と して は 下 記の 4 点 が挙げ られ る 。

a．　 短時間で 効率的 な能力判定

b，　 受験 後す ぐに 結果が わ か る即時性

c．　 イ ン ターネ ッ ト環傭 が あれ ば ど こ で も受験可能

d，　 項 目応答理論 （工RT） し た 共通尺度に よ る測定

CASEC で は従 来 の 素 点 を 基 礎 と し た 評価 （合計 点／平 均 点 ／偏 差 値 な ど） で は 実 現 不 可

能 で あ っ た 、 受験 者集 団 や テ ス ト問 題 な ど に 依 存 し ない 「絶 対 尺 度 の 評 価 亅 を 可 能

と し た 工RT 理 論 を 採 用 し て い る た め 、受 験 者 の 能 力 を 絶 対 尺 度 上 で 測 定す る こ と が

で き る 。
CASEC は平成 16 年度 末現在で の べ 約 20 万人 が受験 し て お り、企業の 採用試験時の 英

語 力判定 、 大学 ・短 大 ・英会話学校 で の プ レ イ ス メ ン トテ ス トや 習熟度テ ス トと して 使わ れ て お

り、最近 で は 中学 ・高校 で も英語評価 の t部 と して CASEC を ご採用 い た だ い て い る。

3．仮説 ：

（1）CASEC テ ス トを利用す る こ とに よ り、よ り準則 に英語力 を測定で き、英語学習 にお け る モ チ

ベ ー
シ ョ ン を高め る こ とが で きる。

（2）英語教育の 到達 目標 を定め る こ とで 、よ り効 果的な教育を行 うこ とが可能に な る。

4．方 法 と結果 ：

4．1 茗溪 学園中学校高等学校 の 例 ：

（D 導入 の 目的 ：CASEC を、生徒 自身に英語力の 伸び を確認 させ て 英語学習 の 動機 づ け とす る

こ と、ま た教員側で 生徒の ス コ ア の 伸び を把握 して カ リキ ュ ラム の 改善に生 かす 、とい う 2 つ の

大き な 目的で 、2003 年 7 月に 導入 を決定 した。

（2）利用 方法 ： CASEC を成績評価に は利用 してお らず 、毎年 7 月 （中 2 〜 高 3 ）、12 月 （高 3 ）、

2 〜 3 月 （中 1〜高 2 ）に定期的 に全員に対 して CASEC テ ス トを実施 して い る。試験 の 際 に は

生徒 自身 に ス コ ア履歴 に よ っ て 自分の ス コ ア の 伸び を確認 させ 、また各学年 ・ク ラ ス ご とに ス コ
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ア 分析を行い カ リキ ュ ラ ム の 改 善に 生か して い る。

（3） ス コ ア分析の 結果 ：本校 で は TOEIC 　Bridge   　f　TOEIC   テ ス トを資格試験 と し て生 徒 に受

験 させ て い る 関係上、CASEC テ ス トの TOEIC 換算点 も利用 し て ス コ ア 分析 を行 っ て い る。

a．各学年 の 平均 ス コ ア ： 各学年 、中学 1 年 の 2 月か ら高校 3 年 の 12 月 まで の ス コ ア を把握す

る こ とが で きた。こ れに よ り、各学年 間の 力の 差が 分か り、教員に と っ て も到 達目標 を は っ き り

と把握 す る こ とが で き る。

b．各学年 の
一

定期 間で の 力 の 伸び ： 各学年 の
一

定期 間で の 語彙 ・会話表現 ・聴解 ・書取 り の 各

分 野の 伸び を比較 した と こ ろ、聞 く力 は 高校生 よ りも中学生の 方が 大幅に 伸び る こ とが 分か り、

早速中学 に新た に リス ニ ン グプ ロ グ ラ ム を 追加 した。また 高校生は 語 彙や 文 法の 面 で 中学生 よ り

も伸び 幅が 大きい 傾向が あ る こ とも分か っ た 。

c ．大学入試 と の 関連 ： 高校 3 年生 の CASEC テ ス トの TOEIC 換算点 と、大学入試 セ ン ター試

験 の 英語 の 点数、及 び各生徒の 大学合否結果 との 関連性 を調 べ た と こ ろ、ある
一

定 の 傾 向が 見 ら

れ た 。 （2005 年 1月の セ ン タ
ー試験 の 英語 の 点数 との 相 関係数 は 、2004 年 7 月 の TOEIC 換算

点 とは 0．763、2004 年 12A の TOEIC 換算点 とは 0．813 で あ っ た。） これ らの 結果 は教員 が生

徒の 力を把握 して 指導す る際 に役 立 つ の は もちろん 、提示 の 仕 方に気 をっ けれ ば生 徒達の 到 達 目

標 を明 らかにす るこ とがで き、英語学 習の 動機 づ け とな る。CASEC は教員 の 負担 も少 な く手軽

に実施 で きるこ とか ら、様 々 な場面 で 利用 して ス コ ア を分析 し、生徒の 英語 力の 傾向を見 る こ と

に活 用 して い る。（詳細は発表 で報告）

4．2　青山学院大学経済学部の 例 ：

（1）CASEC を 120名の 学生 を対象に 、　pre
−test （4 月）と post

−test （1月 ）実施 して 、伸び を測 定 し

た 。559．9点か ら 603．9 点 ま で伸び た 。 （5％検定有意差 あ り）

（2）CASECテ ス トを実施 した後で 、テ ス トに 関す る ア ン ケー トを 2度実施 して受験 者か らの 反応

を調べ た 。 （発表 時に詳細は 報告 ）

（3） CASEC650点 を境 に 、英語 に よる プ レ ゼ ン テ
ー シ ョ ン を評価 して 、学 習者 の 英語 力の 伸び を

測定 した 。

（4）CASEC の 得点 と比較 しなが ら、英語 の Prosody 分析 を行 っ た。　 CASEC650 点以上 の 学生 の 平均

値 は、650 点以 下の 学生 の 平均 値 よ りも Fo　range 、音声パ ワ ーが大 き く、よ り英語 ら しく発 話 を

して い たこ とが 判明 した。CASEC の 得点 によ っ て、英語 にお ける発表能 力の 差 も把握 で き、650

点 を英語教育の 到達 目標 とす る こ とに よ り、学習者が よ り具体的 な 目標 を絞 っ て 、英語力 を つ け

よ うとする傾向 が、CASEC テ ス トの 結果 とア ン ケ
ー

ト調査か ら分か っ た。

5．結語

2 つ の 事例か ら分か る よ うに 、 CASEC テ ス トを様々 な場面で利 用す る こ とに よ り 、 学習者 の 英語

力を即座 に判断 し 、 英語 力の 目標設 定や 、 英語学習 へ の 動機づ け に な り、CASEC の 得点 を上 手 に

利用する こ とに よ り 、 英語 で の 発 表力や 、 prosody 分析 を通 して 、 よ り英語 ら しい 発話 へ の 指導

に 大 い に利用で きる こ とが判明 した 。
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